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現在、組織と人財のパフォーマンスを最大限に高める事が急務です。
組織と人の状態を客観的な数値で表すことで、組織の隠された課題を可視化できます。

組織の現状を的確に把握することで、効果的な組織力向上を実現できます。
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組織のパフォーマンスや従業員満足度、個々人の強み・弱みを見える化できる

組織の方向性や価値観の違いを知り、互いの強みを活かす組織づくりの指標ができる

上司と部下の関係など、組織のありのままの状況を視覚的に把握し、課題を浮き彫りにできる
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ご利用方法

ご利用は簡単！

後日、責任者の方へは分析結果として５種類のチャートにて組織に状態をご報告します。

インターネットを経由して質問にご回答頂くだけ。

インターネット経由でアンケートに回答

分析

責任者へ５種類のチャートで組織の状態をご報告

５枚のチャートから何が判るの？

１．上司と部下の関係など、組織のありのままの状況

３．従業員の満足度、組織の強み・弱み

２．組織の方向性や価値観の違いを知り、互いの強みを活かす組織づくりの指標

リーダーシップの強さ

牽引型ギャップ型 一体型 拡散型

やる気に満ち溢れている

上司と部下との間には

温度差があり、組織の

足並みが揃っていない状

態。

リーダーシップが発揮

できていないことが多く、

上司の資質に問題があったり、

ベテラン部下が多すぎて

まとめにくいなど。

部下と同じ目線で

協働している状態で、

上司が比較的若い場合

などに見られる。

上司が程よく部下を

リードしており、組織力が

引き出せるよう、うまく牽

引できている状態。
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